
　ＮＳＩを持つモジュールどうしを接続する場合は特に内容を意識する必要はありません
が、パソコンやマイコンボードと接続して使用する場合は通信フォーマットを解釈しなけれ
ばなりません。　この中でもよく利用される数値データフォーマット「ＣＯＭ２４，２５」
について解説します。

ＮＳＩ解説（ＣＯＭ２４，２５）

アイテムラボ仕様　Level-1　Vol 1

ＣＯＭ２４とＣＯＭ２５の違い

　ＣＯＭ２４はゼロを含む正整数を表現します。小数点がある数値を表すことができません
ので、「個数や回数」の表現に使用されます。

　ＣＯＭ２５は小数点がある数値や負の値が表現できるフォーマットで、物理単位を持つ数
値表現に使用されます。例えば、「電圧、電流、周波数、温度」などです。

ＣＯＭ２４のフォーマット

TxID SizeTRMRxID SumDataCom

Ｃｏｍ ２４ｈ
Ｓｉｚｅ Ｄａｔａ部のバイト数を表します
Ｄａｔａ ＢＣＤ２桁を１バイトで表していますので、数値の桁数は２の

倍数になります。

その他のデータについてはＮＳＩ詳細仕様をご覧ください。

ＣＯＭ２５のフォーマット

TxID SizeTRMRxID SumDataCom

Ｃｏｍ ２５ｈ
Ｓｉｚｅ Ｍａｇ(１バイト)＋Ｄａｔａ部のバイト数を表します
Ｍａｇ ｂ７　　 ０＝正数 １＝負数

ｂ６、５ ０固定
ｂ４～０ 表示数値最下位桁の数値の重み(分解能)を

１０の乗数で指定します。
設定範囲は－１５～＋１５、５ビットで負の値は２の
補数表現で指定します。
＋１５ ：０Ｆｈ －１ ：１Ｆｈ
＋１４ ：０Ｅｈ －２ ：１Ｅｈ
・・・ ・・・
＋１ ：０１ｈ －１４ ：１２ｈ
０ ：００ｈ －１５ ：１１ｈ

Ｄａｔａ ＢＣＤ２桁を１バイトで表していますので、数値の桁数は２の
倍数になります。

その他のデータについてはＮＳＩ詳細仕様をご覧ください。
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ＣＯＭ２４，２５共通のデータ表現

　データ部の数値表現はインテル系の配列になっています。先頭の１バイトが数値の下位２桁
です。また各バイトの内容は上位４ビットが上位けた、下位４ビットが下位桁です。
また２桁単位になりますので、桁数が２の倍数でない場合は最上位に「０」を追加します。

７桁数値のデータは以下のようになります。

１２３４５６７０

１２ ３４ ５６ ７０

数値

データ

先頭 ＋１ ＋２ ＋３

●モジュールのデータ受信

　データサイズ（数値桁数）と有効数字桁数の桁数制限は個別になっています。
　データ部サイズは各モジュールのＮＳＩ送信、受信バッファーの大きさで制限されるもの
で、そのモジュールが扱える数値の大きさとは無関係です。規定以上のデータサイズのフォー
マットは受信できないため、受信時に破棄します。

　そして有効数字桁数はそのモジュールが扱える数値の最大桁数で制限されます。扱える最大
数値を超えたデータを受信した場合（最大データサイズ以下）は破棄またはエラー処理を行い
ます。どのような処理になるかは各モジュールの仕様で異なります。

これらの制限は各々のモジュールで個別に規定されていますので、それぞれの詳細仕様書でご
確認ください。

データサイズ最大５バイト（１０桁）、扱える数値が６桁のモジュールの場合の受信

３４ ２ １３ 受信可

３６ ４５ ２ １０ ０ ０ ０ ３ 受信可

３６ ４５ ２ １０ ０ ０ ７ ３ 数値エラー（有効桁数オーバー）

３５ ３４ １ ００ ０ ０ ６ ２ 数値エラー（有効桁数オーバー）

３６ ４５ ２ １０ ０ ０ ０ ３ 受信破棄（サイズオーバー）０ ０

３０ ００ ０ ００ ０ ０ ０ ０ 受信破棄（サイズオーバー）０ ０

先頭＋１＋２＋３＋４＋５



●モジュールのデータ送信

　モジュールが数値データを送信する場合、実際の数値の桁数によらず、基本的にそのモ
ジュールが扱える最大有効桁数のデータサイズで送信します。
そのため、パソコン、マイコン基板などで受信する場合は送信モジュールの最大桁数のデータ
を処理できるようにする必要があります。
　また、モジュールによっては数値上位の「００」を省略してデータサイズを少なくして送信
する場合もありますので、このような数値データも受信できるようにしてください。

データサイズ最大５バイト（１０桁）、扱える数値が６桁のモジュールの場合の送信

３０ ２ １３ 有り

３０ ００ ２ １３ 有り

先頭＋１＋２＋３
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送信の可能性

３６ ４５ ２ １０ ０ ３ 無し（最大有効桁超え）

ＣＯＭ２５の小数点処理

　ＣＯＭ２５のフォーマット［Ｍａｇ］は最下位桁の重みを示しています。
実際の数値はデータ部で表現された数値（整数）×１０Ｍです。モジュールがＣＯＭ２５を受
信した場合、そのモジュールが処理できる最小分解能以下の数値は切り捨てて処理します。

モジュール送信データ パソコン、マイコン側の表示

１２３４５６×１０－３ １２３４（分解能１０－１）

１２３４５６ ［ｍＡ］

モジュール受信データ 分解能１０－１のモジュール内部数値

１２３４×１００ １２３４０（分解能１０－１）

１２３４５６×１０－３［Ａ］
１２３．４５６ ［Ａ］

　モジュールが送信するデータは可能なかぎり分解能を上げて（単位を細かく）して送信しま
す。パソコン、マイコン基板で必要以上の分解能は端数を切り捨てて処理してください。

　また、送信データに固有の物理単位が決まっている場合は基本単位（Ｋ、ｍ、μなどの補助
単位をつけない）でデータを生成します。
　データの物理単位はフォーマット内に情報はありませんが、各モジュールで決まっているの
で受信側は送信元のＩＤ番号から物理単位を確定するようにします。

１２３４５６×１０－２［Ｈｚ］ １２３４．５６ ［Ｈｚ］

１２３．４ ［Ａ］
（１０－１まで処理）

１．２３４ ［ＫＨｚ］
　（ｘ１０３表示１００まで処理）

１．２３４５６ ［ＫＨｚ］



ＣＯＭ２４とＣＯＭ２５の混在

　通常ＣＯＭ２５のフォーマットで送信するモジュールでも、以下の場合ＣＯＭ２４で送信す
ることがあります。パソコン、マイコン基板でのデータ受信で、該当する場合はＣＯＭ２４，
２５両方のフォーマットを認識できるようにする必要があります。

ＣＯＭ２４フォーマットで送信される場合の条件

１：送信数値が負数でない。

２：送信数値の分解能が１００。
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ＣＯＭ２５の負数

　負数は［Ｍａｇ：ｂ７］と数値データで表現されます。
［Ｍag］は下位５bit（b4～0)２の補数表現ですが、数値データは２の補数表現ではありませ
ん。データの数値はゼロを含めた正の整数のみです。

３４ ２ １３４３２１

３６ ４５ ２ １３

３６ ４５ ２ １３

０ ０

先頭＋１＋２

０ ０

８ ３

９ Ｄ

－６５４３２１×１０３

－６５４３２１×１０－３

３４ ２ １３０ ０ ８ ０－４３２１

１ ０ ０ １ １ １ ０ １２進数表現

符号 未定義 ２の補数表現の乗数

Mag

３４ ２ １３

４３２１

０ ０

先頭＋１＋２

３４ ２ １３０ ０ ０ ０

先頭＋１＋２

ＣＯＭ２４

ＣＯＭ２５

　フォーマットは異なりますが、どちらも
同じ数値を表しています。


